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要
掲
載
分
と
し
て
､
梅
尭
臣
の
生
涯
と
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
､
及
び
｢
魯
山
山
行
｣
全
体
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
を
執
筆

し
た
｡
以
下
に
論
文
を
発
表
す
る
十
名
は
上
記
の
他
､
学
部
三
年
宇
都
健
夫
･
小
山
美
樹
･
梶
村
永
､
学
部
研
究
生
山
崎
藍
､
及
び
院
生

三
名
で
あ
る
が
､
そ
の
専
攻
は
､
博
士
三
年
大
山
潔
が
元
代
の
詩
論
､
修
圭
年
謝
智
芽
が
文
言
の
小
説
､
同
白
井
澄
世
が
近
現
代
文
学

で
あ
る
｡
六
朝
詩
を
専
攻
す
る
修
士
一
年
高
芝
麻
子
と
､
修
士
二
年
大
村
和
人
は
､
敢
え
て
執
筆
陣
に
加
え
ず
､
資
料
探
し
と
そ
の
読
解
､

論
文
の
ま
と
め
方
の
全
般
に
わ
た
っ
て
学
部
生
の
指
導
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
｡
こ
の
他
博
士
一
年
佐
野
誠
子
･
修
士
一
年
田
中
智
行
･

外
国
人
研
究
生
任
秀
彬
･
黄
正
謙
･
経
済
学
部
四
年
土
井
理
恵
子
･
法
政
大
学
文
学
部
四
年
遠
藤
星
希
の
諸
君
が
､
様
々
な
形
で
授
業
に

参
加
し
た
｡
ま
た
研
究
室
で
は
､
論
文
の
草
稿
が
批
評
を
求
め
て
し
ば
し
ば
閲
覧
に
供
さ
れ
た
｡
こ
れ
を
読
む
こ
と
で
､
議
論
に
加
わ
っ

た
諸
君
も
少
な
く
な
い
｡
以
下
の
論
文
は
こ
う
し
た
多
く
の
学
友
の
力
を
得
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
｡

梅
尭
臣
の
生
涯
と
『
梅
尭
臣
集
』
の
版
本
に
つ
い
て

千

葉

｢
梅
尭
臣
の
生
涯
に
つ
い
て
､
そ
の
略
歴

梅
尭
臣
が
生
ま
れ
た
の
は
北
宋
真
宗
の
威
平
五
年
(
一
〇
〇
二
)
で
あ
る
｡
仁
宗
の
天
聖
五
年
二
〇
二
七
)
に
結
婚
す
る
｡
そ
の
こ

ろ
恩
蔭
に
よ
り
太
廟
斎
郎
に
補
さ
れ
､
以
後
は
長
く
地
方
の
県
官
を
務
め
る
｡
三
十
歳
頃
か
ら
欧
陽
僑
､
ヂ
決
ら
と
の
交
流
が
始
ま
る
｡

｢
魯
山
山
行
｣
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
欧
陽
僑
の
詩
｢
遠
山
｣
は
､
陳
新
･
杜
維
沫
著
『
欧
陽
僑
選
集
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
､
一

九
八
六
年
)
に
よ
る
と
､
景
祐
元
年
(
一
〇
三
四
)
に
作
ら
れ
た
｡
銭
維
演
､
王
曙
か
ら
評
価
を
受
け
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
｡
な
お
､

官
歴
に
つ
い
て
､
篤
文
生
著
『
梅
尭
臣
』
(
岩
波
書
店
､
中
国
詩
人
選
集
二
集
三
､
一
九
六
二
年
)
と
朱
東
潤
著
『
梅
尭
臣
侍
』
(
中
華
書

局
､
完
七
九
年
)
と
は
､
明
道
二
年
(
一
〇
三
三
)
に
彼
が
実
際
に
徳
興
県
令
に
な
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
見
解
を
異
に
し
て
い
る
Q
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景
祐
五
年
(
一
〇
三
八
)
頃
よ
り
宋
と
西
夏
と
の
戦
争
が
本
格
化
し
た
ら
し
く
､
｢
魯
山
山
行
｣
が
作
ら
れ
た
時
期
は
こ
れ
に
伴
う
社

会
情
勢
を
反
映
し
た
詩
が
多
い
｡

康
定
元
年
(
一
〇
四
〇
)
､
梅
勇
臣
は
河
南
各
地
を
訪
れ
て
い
る
｡
朱
は
公
務
に
よ
る
と
し
て
い
る
が
､
寛
は
目
的
に
は
触
れ
ず
｢
旅

行
｣
と
し
て
い
る
｡
梅
重
臣
は
こ
の
年
秋
に
裏
城
(
河
南
省
)
県
令
を
虜
任
さ
れ
て
(
あ
る
い
は
辞
職
し
て
)
お
り
､
｢
魯
山
山
行
｣
は

晩
秋
も
し
く
は
初
冬
の
作
品
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
詩
は
彼
が
官
職
を
離
れ
た
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
｡

康
定
二
年
二
〇
四
一
)
以
降
､
梅
尭
臣
は
県
官
に
就
く
こ
と
は
な
く
､
地
方
の
監
税
官
､
節
度
判
官
を
務
め
る
｡
慶
暦
四
年
(
一
〇

四
四
)
､
妻
を
喪
い
､
ま
た
子
を
一
人
喪
う
｡
慶
暦
六
年
(
一
〇
四
六
)
､
オ
氏
と
再
婚
す
る
｡
こ
の
頃
よ
り
妾
殊
と
接
触
す
る
｡

慶
暦
八
年
(
一
〇
四
八
)
､
国
子
博
士
と
な
る
｡
慶
暦
十
一
年
(
一
〇
五
一
)
､
同
進
士
出
身
を
賜
い
､
太
常
博
士
と
な
る
｡
至
和
三
年

(
一
〇
五
六
)
､
欧
陽
備
ら
の
推
薦
に
よ
り
､
国
子
館
直
講
と
な
る
｡
嘉
祐
二
年
(
一
〇
五
七
)
､
欧
陽
備
が
知
貢
挙
と
な
り
､
彼
の
推
薦

に
よ
り
小
試
官
と
な
る
｡
試
験
委
員
と
し
て
､
当
時
無
名
の
受
験
生
で
あ
っ
た
蘇
覇
の
答
案
を
欧
陽
備
に
推
挙
し
て
い
る
｡
嘉
祐
四
年

(
一
〇
五
九
)
､
｢
新
唐
書
｣

の
編
纂
に
参
加
す
る
｡
嘉
祐
五
年
(
一
〇
六
〇
)
､
疫
病
に
よ
り
死
亡
す
る
｡

二
.
梅
尭
臣
集
の
版
本
に
つ
い
て

現
在
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
､
他
の
文
人
の
作
品
集
や
詩
話
等
に
よ
り
存
在
が
推
定
さ
れ
る
作
品
集
と
し
て
は
､
『
梅
聖
愈
詩
稿
』
､

『
梅
聖
愈
詩
集
』
(
十
巻
本
)
､
『
梅
聖
愈
詩
集
』
(
十
五
巻
本
)
､
『
梅
聖
愈
文
集
』
(
四
十
巻
本
)
､
『
梅
聖
愈
外
集
』
(
十
巻
本
)
､
『
梅
聖
愈

別
集
』
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
作
品
集
は
､
朱
東
潤
『
梅
重
臣
集
編
年
校
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
､
一
九
八
〇
年
)
､

寛
『
梅
重
臣
』
に
よ
れ
ば
､
全
て
六
十
巻
本
で
あ
る
｡
内
容
は
詩
五
十
九
巻
､
文
賦
一
巻
で
､
以
下
の
諸
本
が
あ
る
｡

①
南
宋
紹
興
十
年
(
二
四
〇
)
刊
本
｡
紹
興
十
年
(
一
一
四
〇
)
本
を
嘉
定
十
七
年
(
一
二
二
四
)
に
垂
修
し
た
刊
本
で
あ
る
｡
②

明
正
統
四
年
(
一
四
三
九
)
刊
本
｡
③
明
万
暦
四
年
(
一
五
七
六
)
刊
本
｡
四
部
叢
刊
に
影
印
さ
れ
､
現
在
の
通
行
本
と
な
っ
て
い
る
｡
④
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清
康
照
四
十
一
年
(
一
七
〇
二
)
刊
本
｡
清
道
光
十
年
(
一
八
三
〇
)
刊
本
｡
担
当
者
が
直
接
確
認
し
た
の
は
③
の
四
部
叢
刊
本
の
み
で

あ
る
｡

今
回
取
り
上
げ
る
梅
重
臣
の
詩
に
つ
い
て
は
､
全
て
『
梅
亮
臣
集
編
年
校
注
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
た
｡

古
い
文
献
か
ら
見
た
魯
山
に
つ
い
て

智

芽

魯
山
に
つ
い
て
､
河
南
省
あ
る
い
は
湖
北
省
に
あ
る
と
い
う
二
説
が
あ
る
｡
清
の
顧
祖
萬
(
一
六
三
一
-
一
六
九
二
)
が
撰
し
た
『
読

史
方
輿
紀
要
･
河
南
六
･
南
陽
府
･
汝
州
･
魯
山
県
』
に
は
､
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
｡

①
魯
山
‥
在
県
東
北
十
八
里
､
山
高
聾
､
週
出
群
山
､
為
一
邑
巨
鎮
､
願
以
此
名
｡
一
名
露
山
｡

魯
山
‥
県
の
東
北
十
八
里
に
あ
る
｡
山
は
高
く
奪
え
立
ち
､
群
山
か
ら
突
出
す
る
｡
一
邑
の
大
き
な
中
心
地
で
あ
る
の
で
､
県
に
魯

山
の
名
を
つ
け
た
｡
一
名
は
露
山
｡

ま
た
､
『
読
史
方
輿
紀
要
･
湖
広
一
･
名
山
』
で
は
､
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
｡

②
大
別
‥
大
別
山
在
漢
陽
府
城
東
北
百
歩
漢
江
両
岸
｡
江
水
道
其
南
､
漢
水
従
西
北
来
､
会
干
大
別
之
東
南
｡
(
中
略
)
山
亦
名
菓

際
山
､
又
名
魯
山
｡

大
別
‥
大
別
山
は
漢
陽
府
の
都
城
の
東
北
百
歩
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
､
漢
水
･
江
水
(
長
江
)
両
ク
の
河
の
岸
に
あ
る
｡
江
水
は
そ
の

南
を
流
れ
て
ゆ
き
､
漢
水
は
西
北
か
ら
流
れ
て
き
て
､
大
別
の
東
南
で
合
流
す
る
｡
(
中
略
)
山
は
､
業
際
山
､
魯
山
と
も
呼
ば
れ
る
｡

上
述
の
よ
う
に
､
魯
山
は
二
つ
あ
る
が
､
か
な
り
離
れ
て
い
る
｡
前
掲
･
千
葉
貴
｢
梅
尭
臣
の
生
涯
と
『
梅
尭
臣
集
』
の
版
本
に
つ
い

て｣

に
よ
れ
ば
､
｢
魯
山
山
行
｣

は
､
三
十
九
歳
の
年
､
裏
城
(
河
南
省
)

の
県
令
を
辞
任
し
た
後
､
近
く
を
旅
し
た
際
に
作
っ
た
も
の


